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-乳癌におけるチェック式トレーシングレポートの有効活用-

乳癌注射薬トレーシングレポートを
用いた運用について

原 祐輔

金沢大学附属病院 薬剤部
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令和3年度 保険業務研修会
COI 開示

発表演者名：原 祐輔
今回の演題発表に関連して
開示すべき利益相反はありません。



＜使用されるツール＞

・施設間情報提供書・トレーシングレポート（以下、TR）

（表面）
（裏面）
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➢ レジメンや投与サイクルによって

電話の予定目安が異なります

表面＝情報提供依頼書

医師が患者さんへ配付

調剤薬局に持参してください

医師患者

患者が調剤薬局へ持参

患者薬剤師

先生に持参するよう言われました

副作用状況等の確認依頼
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裏面＝トレーシングレポート
指定期間に副作用確認を実施（テレフォンフォローアップ）

➢ 自宅での副作用状況を確認（一般的な副作用症状）

➢ 色がついている部分は、外来へ電話相談を促す目安

➢ チェック式以外の副作用症状の記載

➢ 薬局薬剤師側で対応していただいた内容記載

➢ 疑問点・次回外来時の希望内容

お薬はちゃんと飲めていますか？
体調にお変わりはないですか？

薬剤師

トレーシングレポートに記入後、FAXにて送信

本日投与されたレジメン（抗がん剤）

➢ レジメン内容の詳細は、金沢大学附属病院薬剤部

ホームページを参照 （連携充実加算）

チェック式で記入できる簡易型フォーマット



①医師が院外処方箋と一緒に、TRを患者に配付。

＜運用・TRの流れ＞

②患者は外来化学療法センターにて、注射用抗がん剤を投与。
帰宅前（後）にかかりつけ薬局へ。

④指定期間に副作用確認（テレフォンフォローアップ）。
記載したTRをFAX送信。 ⇒ 送信先：薬剤部。

⑤TRは、乳腺外科・薬剤部で保管し情報共有・返信（医師）。

③患者は薬局で院外処方箋とTRを渡す。
薬局薬剤師が薬剤指導を実施。





○臓器別に登録

○外来化学療法が可能なレジメン

を公開

○臓器別リンクからPDFが開く



エンハーツ注（1コース3週間）

Weeklyパクリタキセル＋アバスチン注
（1コース4週間）



運用の紹介は以上となります。


